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〜 はじめに 〜

特別区内において一般廃棄物の処理を行った場合は、法令や各区の規定により処理

に関する実績について、許可を受けている区の区長へ報告をしなければなりません。

この実績報告は、各区における事業者から排出された一般廃棄物の適正な処理を確

認する資料であるとともに、各区の事業系一般廃棄物の処理計画に係る重要な役割を

果たしています。

処理業者の皆様におかれましては、この「一般廃棄物処理実績報告書等の記入・提

出方法（汚でい関係）｣の内容を熟読していただき、区ごとの収集運搬量を確認した

上で実績報告書を作成してください。

また、浄化槽清掃業に係る「浄化槽清掃実績報告書（単独分・合併分）」について

も同様に作成し、提出をお願いします。

【根拠条文】

◎廃棄物の処理及び清掃に関する法律第１８条第１項

都道府県知事又は市町村長は、この法律の施行に必要な限度において、事業者、

一般廃棄物若しくは産業廃棄物若しくはこれらであることの疑いのある物の収集、

運搬若しくは処分を業とする者（中略）に対し、廃棄物若しくは廃棄物であるこ

との疑いのある物の保管、収集、運搬若しくは処分（中略）に関し、必要な報告

を求めることができる。

◎各区廃棄物処理条例又は規則

一般廃棄物収集運搬業者及び一般廃棄物処分業者は、法第１８条第１項の規定

により、毎年１回、一般廃棄物の処理に関する実績を区長に報告しなければなら

ない。

◎浄化槽法第５３条第１項

当該行政庁は、この法律の施行に必要な限度において、次に掲げる者にその管

理する浄化槽の保守点検若しくは浄化槽の清掃又は業務に関し報告させることが

できる。

四 浄化槽清掃業者

◎各区浄化槽条例又は規則

浄化槽清掃業者は、法第５３条第１項第４号の規定により、浄化槽の清掃に関

する実績を毎年１回区長に報告しなければならない。
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１ 実績報告書の種類

（１）一般廃棄物処理実績報告書【一般廃棄物処理業の手引き様式№10】

①「し尿混じりのビルピット汚でい」 ⇒ ２３区それぞれへ必ず提出

②「仮設便所のし尿」 ⇒ ２３区それぞれへ必ず提出

③「浄化槽汚でい」 ⇒ ２３区それぞれへ必ず提出

④「ディスポーザ汚でい」 ⇒ 実績のあった区のみに提出

（２）区別一般廃棄物処理実績調査票【一般廃棄物処理業の手引き様式№11】

⑤「し尿混じりのビルピット汚でい」 ⇒ ２３区それぞれへ必ず提出

⑥「仮設便所のし尿」 ⇒ ２３区それぞれへ必ず提出

⑦「浄化槽汚でい」 ⇒ ２３区それぞれへ必ず提出

⑧「ディスポーザ汚でい」 ⇒ 実績のあった区のみに提出

（３）浄化槽清掃実績報告書（単独分・合併分）【様式等一覧参照】

⑨「単独分」（区別票） ⇒ 実績のあった区のみに提出

⑩「合併分」（区別票） ⇒ 実績のあった区のみに提出

※ 報告書の用紙は、本資料に添付している様式をコピーして使用するか、又はパ

ソコン等で作成して提出するか、どちらでも可能です。

（パソコン等で作成する場合は、様式の項目を揃えてください。）

※ 様式の電子データファイル（Excel）が必要な場合は、各区の担当課へ電子メール

等で請求してください。

２ 一般廃棄物処理業に係る報告書について （P5「記入上の注意」参照）

（１）一般廃棄物処理実績報告書【様式№10】（上記①～④）と区別一般廃棄物処理

実績調査票【様式№11】（上記⑤～⑧）の共通事項

ア ①～③、⑤～⑦までの「し尿混じりのビルピット汚でい」、「仮設便所のし尿」、

及び「浄化槽汚でい」の各報告書は、必ず区ごとに集計の上作成し、各区へ提

出してください。

実績がない場合でも「実績なし」で各区へ提出してください。

ただし、④及び⑧の「ディスポーザ汚でい」については、実績があった区の

みに提出してください。

イ 各報告書は、必要事項をすべて記入し、登録印を捺印して提出してください。

ウ 前年４月１日から３月３１日までの実績を集計してください。
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エ 実績量は、「kℓ（ｷﾛﾘｯﾄﾙ）」単位で記入してください。

１kℓ未満の端数は、小数第３位を四捨五入して、小数第２位まで記入してく

ださい。

【例】０．００９kℓ ⇒ ０．０１kℓ

なお、小数第３位で四捨五入すると実績量が「０．００kℓ」になる場合は、

四捨五入せずに（０．００４kℓ等）そのまま記入してください。

※実績がない場合は、「実績なし」と記入してください。

オ それぞれの様式において、縦列の合計値と横列の合計値は必ず一致します。

端数の四捨五入等で、数値の合計がずれないように気を付けてください。

カ 「汚でい」の他に取り扱う一般廃棄物の種類がある場合は、その種類（「普通

ごみ」「道路公園ごみ」等）別に集計し、それぞれ報告書を提出してください。

その場合には、「特定家庭用機器廃棄物処理実績報告書【一般廃棄物処理業の

手引き様式№25】」及び「医療廃棄物処理実績報告書（医療関係機関関係）【一

般廃棄物処理業の手引き様式№27】」についても実績があれば提出してください。

（２）一般廃棄物処理実績報告書【様式№10】の記入・提出方法

ア ２３区計ではなく、区ごとに当該区分のみ集計し、当該区分のみを各区へ提

出してください。

イ 「許可区分」「契約作業場所数」「取り扱う一般廃棄物の種類」「搬入先」「運

搬車両等の種類」について記入してください。

「契約作業場所数」は、１つの契約で複数の作業場所がある場合、契約件数

ではなく実際に行った作業現場の数を記入してください。

「収集運搬量の搬入先内訳」欄については、下記に従って搬入先別・月別に

集計し、実績量を記入してください。

ⅰ 「（B）区長の指定する処理施設」欄の「その他」

「浄化槽汚でい」「専ら居住用の建築物から排出されるし尿混じりのビル

ピット汚でい」「ディスポーザ汚でい」がこの項目に入ります。

『品川清掃作業所に搬入した実績』

ⅱ 「（D）その他処分業者等の施設」欄の「その他」

「し尿混じりのビルピット汚でい（事業系）」と「仮設便所のし尿」がこ

の項目に入ります。

『㈱京葉興業又は㈱太陽油化に搬入した実績』
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（３）区別一般廃棄物処理実績調査票【様式№11】の記入・提出方法

ア 区ごとに作成した一般廃棄物処理実績報告書【様式№10】の数字を、下記に

従ってそれぞれの区の欄に転記し、２３区分すべて記入したものを各区へ提出

してください。

ⅰ 「その他」の欄には、一般廃棄物処理実績報告書【様式№10】の「（B）区

長の指定する処理施設」欄の「その他」の欄の数字を転記してください。

ⅱ 「民間」の欄には、一般廃棄物処理実績報告書【様式№10】の「（D）その

他処分業者等の施設」欄の「その他」の欄の数字を転記してください。

イ 提出は、コピーしたものでもかまいませんが、捺印はそれぞれに必ず押して

ください。

３ 浄化槽清掃業に係る報告書について

～ 浄化槽清掃実績報告書（上記⑨、⑩）の記入・提出方法 ～

ア 区別の「浄化槽清掃実績報告書」について、「単独分」と「合併分」ごと、実

績のあった区ごとに分けて作成し、当該区分のみを各区へ提出してください。

記載区名を必ず記入してください。

※実績のない区については、作成する必要はありません。

イ 各報告書は、必要事項をすべて記入し、登録印を捺印してください。

ウ 前年４月１日から３月３１日までの実績を集計してください。

エ 実績量は、「kℓ（ｷﾛﾘｯﾄﾙ）」単位で記入してください。

１kℓ未満の端数は、小数第３位を四捨五入して、小数第２位まで記入してく

ださい。

なお、小数第３位で四捨五入すると実績量が「0.00kℓ」になる場合は、四捨

五入せずに（0.004kℓ等）そのまま記入してください。

４ 実績報告書の提出先

各区の担当課まで直接又は郵送で提出してください。

提出期限 毎年４月３０日（期限厳守）
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１　一般廃棄物処理実績報告書【様式No.10】は区ごとに作成し、その数字を下記のとおり区別一般廃棄物処理量実績調査票【様式No.11】のそれぞれ
　　の区の欄に転記してください。
２　「し尿混じりのビルピット汚でい」「仮設便所のし尿」「浄化槽汚でい」の３種類は必ず作成してください（①～③、⑤～⑦）。
　　「ディスポーザ汚でい」（④、⑧）は実績がある場合に作成してください。
３　「汚でい」の実績報告書では「（B）区長の指定する処理施設」欄の「その他」の欄と「（D）その他処分業者等の施設」欄の「その他」の欄の２欄にしか
　　数字ははいりませんのでご注意ください。
４　必ず届出印で捺印してください。

様式No.10

　　　　21年度の一般廃棄物の処理について、次のとおり報告します。

所

埋 立 て 焼 却 そ の 他 埋 立 て 焼 却 埋 立 て 焼 却 そ の 他

４月 kl kl kl kl kl kl kl kl 　18.45　kl

５月

６月 10.52

合計

様式No.11

月 千代田 中央 港

4
5
6

計

月 千代田 中央 港

4
5
6

計

月 千代田 中央 港

4
5

6 10.52

計

月 千代田 中央 港

4 18.45

5
6

計

合計

（Ｃ）自己施設 （Ｄ）その他処分業者等の施設

（１）
（２）

そ の 他

搬入先の名称
及び所在地

合計

合計

合計

焼
　
却

そ
の
他

民
　
間

収集・運搬量
処分業に
あっては
受入量

（A=B+C+D）

  kl

月
別

埋
　
立

取り扱う一般廃棄物の種類 し尿混じりのビルピット汚でい

取り扱う一般廃棄物の種類
（３．３１現在）

千代田 区　一 般 廃 棄 物 処 理 実 績 報 告 書 （２１ 年 度 ）

し尿混じりのビルピット汚でい

（Ｂ）区長の指定する処理施設

収集・運搬量の搬入先内訳（処分業にあっては処分先内訳）

許　可　区　分
　　　　収　　集　・　運　　搬
　　　　処分（最終処分を除く。）
　　　　最　　終　　処　　分

契約作業場所数
（３．３１現在）

該当する区名
を記入

縦列の合計値と横列の合計
値が必ず一致していることを
確認してください。

作業場所数について
も区ごとに集計してく
ださい。

「浄化槽汚でい」「専ら居住用の
建築物から排出されるし尿混じ
りのビルピット汚でい」「ディス
ポーザ汚でい」の実績はこちら
になります。
「品川作業所に搬入した実績」

「し尿混じりのビルピット汚でい
（事業系）」「仮設便所のし尿」
の実績はこちらになります。
「㈱京葉興業及び㈱太陽油化
に搬入した実績」

小数第２位まで記
入してください。

区別一般廃棄物処理量実績調査票
【様式No.11】については、23区分す
べて転記したものをコピーして、それ
ぞれに捺印し、各区へ提出してくださ
い。

該当する区の「その他」の欄にそのまま転記

該当する区の「民間」の欄にそのまま転記

◇ 一般廃棄物処理実績報告書【様式 №１０】と

区別一般廃棄物処理量実績調査票【様式 №１１】の記入上の注意（収集運搬業）
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様 式 等 一 覧

１ 一般廃棄物処理実績報告書【様式№10】（し尿混じりのビルピット汚でい）

２ 一般廃棄物処理実績報告書【様式№10】（仮設便所のし尿）

３ 一般廃棄物処理実績報告書【様式№10】（浄化槽汚でい）

４ 一般廃棄物処理実績報告書【様式№10】（ディスポーザ汚でい）

５ 区別一般廃棄物処理実績調査票【様式№11】（し尿混じりのビルピット汚でい）

６ 区別一般廃棄物処理実績調査票【様式№11】（仮設便所のし尿）

７ 区別一般廃棄物処理実績調査票【様式№11】（浄化槽汚でい）

８ 区別一般廃棄物処理実績調査票【様式№11】（ディスポーザ汚でい）

９ 浄化槽清掃実績報告書（単独分）

10 浄化槽清掃実績報告書（合併分）


